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四
字
句
へ
の
返
り
点　

再
説　
　
　

古
田
島
洋
介
＊
日
本
文
化
学
科　

教
授　

日
中
比
較
文
学

ら
で
あ
る
。
必
要
最
低
限
の
字
句
の
み
示
せ
ば

―

　
　

Ａ　

有
播

三
狽

年
之
杯

愛
於
其
父
母
蚤

乎

　
　

Ｂ　

有
把

三
狽

年
―

之
―

愛
於
其
父
母
蚤

乎）2
（

　

今
で
も
Ｂ
方
式
の
ほ
う
が
合
理
的
だ
と
の
結
論
は
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
し
、
本
誌

第
二
十
号
の
拙
文
で
は
、
是
非
の
論
じ
方
に
不
十
分
な
点
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
、

い
さ
さ
か
説
得
力
を
欠
い
た
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
再
び

四
字
句
へ
の
返
り
点
を
取
り
上
げ
、
誰
も
が
一
点
の
曇
り
も
な
く
Ｂ
方
式
の
合
理
性

を
納
得
で
き
る
よ
う
、
Ａ
方
式
の
不
合
理
性
を
鳴
ら
す
こ
と
と
し
た
い
。

一

　

現
在
、
漢
文
の
教
授
法
に
お
い
て
Ａ
方
式
が
標
準
と
さ
れ
る
の
は
、
現
行
の
返
り

点
法
の
大
要
を
確
定
し
た
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
文
部
省
「
漢
文
教
授
ニ
関

ス
ル
調
査
報
告
」（
以
下
《
明
45
調
査
報
告
》
と
略
記
す
る
）
が
Ａ
方
式
の
返
り
点

を
採
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
「
返
点
法
」
第
三
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

た
。

一
二
三
等
の
符
号
は
二
字
以
上
を
隔
て
て
顚て

ん

読ど
く

す
る
場
合
に
用
ふ
。
但
た
だ
し

連
続
せ

る
熟
語
を
直

ち
よ
く

読ど
く

す
る
場
合
に
も
用
）
3
（

ふ
。

　

一
読
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
四
字
句
へ
の
返
り
点
に
関
わ
る
の
は
、
後
半
の
但
し

書
き
の
字
句
だ
。《
明
45
調
査
報
告
》
は
（
一
）
〜
（
十
）
す
な
わ
ち
計
十
則
の
用

例
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
の
但
し
書
き
が
適
用
さ
れ
る
の
は
最
後
の
（
九
）
と

四
字
句
へ
の
返
り
点
　
再
説

　

―
　

返
り
点
に
非
ざ
る
返
り
点
を
撤
廃
せ
よ
　

―
　

古
田
島
洋
介＊

　

す
で
に
本
誌
第
二
十
号
（
第
二
十
回
記
念
号
／
平
成
二
十
四
年
三
月
）
所
載
の
拙

文
で
、
四
字
句
へ
の
返
り
点
を
論
じ
た
。
端
的
に
言
え
ば
、
左
掲
の
二
種
の
返
り
点

の
う
ち
、
現
行
の
漢
文
教
科
書
を
は
じ
め
、
漢
文
学
で
標
準
と
さ
れ
て
い
る
Ａ
方
式

よ
り
も
、
歴
史
学
・
古
文
書
学
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｂ
方
式
の
ほ
う
が
合
理
的
だ

と
の
結
論
で
あ
っ
た
。「
之こ

れ

に
三さ
ん

令れ
い

五ご

申し
ん

す
」（『
史
記
』
孫
子
呉
起
列
伝
）
を
例
と

す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
。

　
　

Ａ　

三
狽

令
五
杯

申ス

之
蚤ニ

　
　

Ｂ　

三
狽

令
―

五
―

申ス

之ニ
蚤

）
1
（

　

　

右
の
Ｂ
方
式
を
是
と
し
、
Ａ
方
式
を
非
と
し
た
主
な
理
由
は
、「
其そ

の
父ふ

母ぼ

に
三さ
ん

年ね
ん

の
愛あ
い

有あ

る
か
」（『
論
語
』
陽
貨
）
の
四
字
句
「
三
年
之
愛
」
を
Ａ
方
式
の
よ
う
に

二
字
と
二
字
、
す
な
わ
ち
「
三
年
／
之
愛
」
と
切
る
の
は
、
い
か
に
も
不
自
然
だ
か
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し
か
し
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
右
は
、
大
返
り
の
用
法
の
一
た
る
〈
逆
行

の
原
則
〉
の
例
外
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
返
り
点
の
本
質
的
な
機
能
、
す
な
わ
ち
「
下

か
ら
上
へ
の
転
倒
を
示
す
」
機
能
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
る
。
手
っ
取
り
早
く
言
え
ば
、

直
読
の
順
序
を
示
す
（
九
）（
十
）
の
よ
う
な
「
二
」
点
↓
「
三
」
点
の
う
ち
、
少

な
く
と
も
「
三
」
点
は
、
実
の
と
こ
ろ
返
り
点
で
は
な
い
。
話
は
単
純
そ
の
も
の
で
、

〈
当
該
「
三
」
点
は
、
下
か
ら
上
へ
の
返
り
読
み
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

だ
か
ら
、
返
り
点
で
は
な
い
〉
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
う
し
た
返
り
点
に
非
ざ
る
返
り

点
を
交
え
た
こ
と
こ
そ
が
、
四
字
句
へ
の
返
り
点
を
混
乱
さ
せ
る
根
本
的
な
原
因
な

の
で
は
な
い
か
。
誰
も
が
（
九
）（
十
）
の
返
り
点
を
見
て
抱
く
違
和
感
は
、
決
し

て
返
り
点
の
用
法
に
不
慣
れ
な
た
め
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
も
そ
も
返
り
点
と
は
言
え

な
い
「
三
」
点
が
返
り
点
の
装
い
を
ま
と
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
奇
異
な
印
象

を
拭ぬ

ぐ

え
な
い
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
こ
の
種
の
「
三
」
点
が
、
通
常
の
「
三
」
点
に
接
近
し
て
現
れ
る
と
、
い

っ
た
い
返
り
点
の
用
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
何
や
ら
首
を
か
し
げ
ざ
る
を
得

な
い
雲
行
き
に
な
る
。
閲
読
・
解
釈
に
は
毫
も
支
障
が
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
遣
り

過
ご
し
て
し
ま
う
の
が
ふ
つ
う
だ
ろ
う
が
。
た
と
え
ば
、
次
の
一
節
に
見
え
る
二
つ

の
「
三
」
点
だ
。

戎
狄
…
…
東
至
巴

於
衛
芭

侵
狽

盗
暴
杯

虐
中
国
馬

…
…
周
襄
王
既
居
覗

外
四
年
、
乃

使
把

使
告
巴

急
于
晋
馬

（
戎じ
ゆ

狄う
て
き…

…
東
の
か
た
衛ゑ
い

に
至
り
、
中
国
を
侵し
ん

盗た
う

暴
虐
す
。
…
…
周
の
襄
じ
や
う

王わ
う 

既
に
外
に
居を

る
こ
と
四
年
、
乃す
な
はち

使
ひ
を
し
て
急き
ふ

を
晋し
ん

に
告
げ
し
む
／『
史

記
』
匈
奴
伝
）

　

同
じ
く
「
三
」
点
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
前
者
は
「
二
」
点
の
下
方
に
現
れ
、
後

（
十
）
で
あ
る
。《
明
45
調
査
報
告
》
の
例
文
は
連ハ

読イ

符フ

号ン

を
一
つ
も
付
け
て
い
な
い
。

誤
解
を
防
ぐ
た
め
、
書
き
下
し
文
を
添
え
て
お
く
。

　
（
九
）
欲
播

取
巴

捨
斟
把

酌
之
馬

　
　
　
　
（
之こ
れ

を
取し
ゆ

捨し
や

斟し
ん

酌し
や
くせ

ん
と
欲ほ
つ

す
）

　
（
十
）
未
覇

嘗
不
播

嘆
巴

息
痛
把

恨
於
桓
霊
蚤

也
。

　
　
　
　
（
未い

ま

だ
嘗か
つ

て
桓く
わ

霊ん
れ
いに

歎た
ん

息そ
く

痛つ
う

恨こ
ん

せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
）

　

返
り
点
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
Ａ
方
式
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

但
し
書
き
に
「
連
続
せ
る
熟
語
を
直
読
す
る
場
合
」
と
あ
る
と
お
り
、
い
ず
れ
も
上

方
の
「
二
」
点
か
ら
下
方
の
「
三
」
点
へ
と
進
み
、
連
続
す
る
二
つ
の
熟
語
、
つ
ま

り
（
九
）
で
は
「
取
捨
」
と
「
斟
酌
」
を
、（
十
）
で
は
「
嘆
息
」
と
「
痛
恨
」
を
、

そ
れ
ぞ
れ
「
直
読
」
す
な
わ
ち
上
か
ら
下
へ
と
読
む
こ
と
に
な
る
。

　

け
れ
ど
も
、《
明
45
調
査
報
告
》
の
説
明
を
改
め
て
読
ん
で
み
れ
ば
、「
一
二
三
等

の
符
号
」
つ
ま
り
大
返
り
（「
一
二
」
点
・「
上
下
」
点
・「
甲
乙
」
点
・「
天
地
」

点
）
を
「
顚
読
」
に
用
い
る
と
す
る
前
半
の
記
述
と
、「
直
読
」
に
も
使
う
と
す
る

後
半
の
但
し
書
き
と
は
、
返
り
点
の
機
能
と
い
う
点
で
、
ど
う
見
て
も
矛
盾
が
あ
る

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。「
顚
読
」
つ
ま
り
下
か
ら
上
に
読
み
戻
す
た
め
の
符
号

と
し
な
が
ら
、
時
と
し
て
「
直
読
」
つ
ま
り
上
か
ら
下
へ
と
読
み
進
め
る
た
め
の
符

号
で
も
あ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
。

　

第
二
十
号
の
拙
文
で
は
、
右
の
（
九
）（
十
）
の
ご
と
き
「
二
」
点
↓
「
三
」
点

の
直
読
を
〈
逆
行
の
原
則
〉
の
例
外
と
し
て
扱
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
通
常
、

大
返
り
は
、
下
か
ら
上
へ
「
一
」
点
↓
「
二
」
点
↓
「
三
」
点
…
…
と
逆
行
し
て
ゆ

く
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
「
二
」
点
↓
「
三
」
点
の
直
読
が
〈
逆
行
の

原
則
〉
の
例
外
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ
る
ま
い
。
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四
字
句
へ
の
返
り
点　

再
説　
　
　

古
田
島
洋
介

三
年
〔
一
八
八
〇
〕
出
版
／
出
版
人
＝
京
都
府
平
民　

頼
又
次
郎
、
発
売
人
＝

東
京　

阪
上
半
七
）
全
十
二
）
4
（
冊
。

▽
三
尾
重
定
﹇
編
輯
﹈『
漢
文
紀
事
論
説
五
百
題
』（
明
治
十
七
年
〔
一
八
八
四
〕

板
権
免
許
、
同
年
〔
一
八
八
四
〕
刻
成
出
版
／
出
版
人
＝
東
京
府
平
民　

水
野

幸
、
発
兌
人
＝
東
京
府
平
民
水
野
慶
次
郎
）
上
・
下
＝
全
二
）
5
（
冊
。

　

わ
ず
か
二
書
に
す
ぎ
な
い
。
四
字
句
へ
の
返
り
点
に
関
心
を
持
つ
向
き
が
、
今
後

さ
ら
な
る
資
料
を
補
充
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
望
む
。

（
1
）　
『
増
補
日
本
外
史
』

　

当
書
は
、
返
り
点
を
打
つ
の
み
で
、
送
り
仮
名
は
一
字
も
見
え
な
い
。
た
だ
し
、

ほ
ぼ
現
行
方
式
そ
の
ま
ま
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
丁
寧
に
連ハ

読イ

符フ

号ン

を
付
け
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
体
裁
だ
（
以
下
、
書
き
下
し
文
は
、
恣
意
に
よ
る
訓
読
を

示
す
。
な
お
、
原
書
は
句
点
の
み
で
字
句
を
切
る
が
、
便
宜
上
、
適
宜
に
読
点
を
も

交
え
て
引
用
す
る
）。

　

・
充
狽

塞
海
陸
馬

＊
冊
一
・
四
九
頁
・
後
ろ
よ
り
第
一
行

（
海
陸
を
充

じ
ゆ
う

塞そ
く

す
）

　

・
巡
狽

視
国
内
芭

按
狽

拠
士
民
馬

＊
冊
八
・
六
七
九
頁
・
第
二
行

（
国
内
を
巡
視
し
、
士
民
を
按あ

ん

拠き
よ

す
）

　

右
は
二
字
か
ら
成
る
動
詞
へ
の
返
り
読
み
だ
が
、
左
の
よ
う
に
名
詞
（
こ
こ
で
は

「
三
年
」「
功
徳
」）
に
返
る
場
合
も
、
や
は
り
連
読
符
号
が
付
け
て
あ
る
。

者
は
「
二
」
点
の
上
方
に
位
置
す
る
の
か
。
前
者
は
例
外
的
な
用
法
、
後
者
が
一
般

的
な
用
法
だ
ろ
う
と
見
当
は
つ
く
も
の
の
、
返
り
点
の
用
法
に
対
し
、
何
と
な
く
当

て
に
な
ら
ぬ
印
象
を
抱
く
の
が
素
直
な
実
感
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二

　
《
明
45
調
査
報
告
》
は
、
な
ぜ
返
り
点
と
は
呼
べ
ぬ
返
り
点
を
交
え
て
ま
で
Ａ
方

式
を
採
っ
た
の
か
。
単
な
る
不
用
意
が
原
因
で
は
あ
る
ま
い
。《
明
45
調
査
報
告
》

に
は
当
時
の
文
部
省
に
よ
る
前
書
き
が
あ
り
、「
文
学
博
士
服
部
宇
之
吉
外ほ

か

十
人
ニ

漢
文
教
授
ニ
関
ス
ル
事
項
ノ
取と

り

調し
ら
べヲ
嘱
託
セ
シ
カが

」
云
々
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
代

の
碩
学
と
し
て
知
ら
れ
る
服
部
宇
之
吉
（
一
八
六
七
〜
一
九
三
九
）
以
下
の
学
者
十

名
が
な
お
ざ
り
に
《
明
45
調
査
報
告
》
を
作
成
し
た
と
は
思
え
な
い
。
や
は
り
、
明

治
期
に
行
わ
れ
て
い
た
返
り
点
の
実
態
に
基
づ
い
て
、
漢
文
教
育
の
現
場
に
資
す
べ

く
、
最
も
穏
当
と
判
断
し
た
返
り
点
法
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。《
明
45
調
査
報
告
》

が
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
す
な
わ
ち
明
治
も
最
後
の
年
に
発
表
さ
れ
た
文
書

で
あ
る
以
上
、
明
治
期
の
返
り
点
法
を
総
括
す
る
意
味
合
い
を
も
持
っ
て
い
た
と
見

な
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
明
治
期
に
行
わ
れ
て
い
た
返
り
点
を
広
く
見
渡
す
余
裕
は
な

く
、
ま
た
、
当
時
の
膨
大
な
漢
文
関
係
の
資
料
す
べ
て
に
つ
い
て
私
が
返
り
点
の
用

法
を
知
悉
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
文
字
ど
お
り
恣
意
に
よ
る
選
択
で

は
あ
る
が
、
明
治
期
の
二
書
を
資
料
と
し
て
、
四
字
句
へ
の
返
り
点
が
ど
の
よ
う
に

付
け
ら
れ
て
い
た
か
を
観
察
し
、
以
て
《
明
45
調
査
報
告
》
が
Ａ
方
式
を
採
用
し
た

理
由
を
推
察
し
て
み
よ
う
。
当
該
の
二
書
は
、
左
記
の
ご
と
く
で
あ
る
。

▽
頼
山
陽
『
増
補
日
本
外
史
』（
明
治
九
年
〔
一
八
七
六
〕
版
権
免
許
、
明
治
十
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第
一
例
は
、《
明
45
調
査
報
告
》
に
見
え
た
例
文
（
九
）
そ
の
も
の
で
あ
る
。
返

り
点
も
連
読
符
号
も
現
行
の
Ａ
方
式
そ
の
ま
ま
だ
が
、《
明
45
調
査
報
告
》
と
は
連

読
符
号
を
付
け
て
い
る
点
で
異
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、
な
ぜ
《
明
45
調
査
報
告
》
が

連
読
符
号
を
省
い
た
の
か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

　

思
う
に
、《
明
45
調
査
報
告
》
は
、
江
戸
時
代
の
合
符
の
名
残
を
留
め
る
と
同
時

に
、
印
刷
の
う
え
で
も
煩
わ
し
い
連
読
符
号
を
、
新
時
代
の
漢
文
教
育
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
符
号
と
し
て
嫌
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
江
戸
時
代
、
符
号
と
し
て
は
今
日
の

連
読
符
号
と
同
一
で
あ
る
も
の
の
、
熟
語
の
類
に
合
符
を
付
け
る
こ
と
が
広
く
行
わ

れ
て
い
た
。
字
間
の
右
か
中
央
に
「
―

」
を
付
け
れ
ば
、
熟
語
を
音
読
み
せ
よ
と
指

示
す
る
音
合
符
、
字
間
の
左
に
「
―

」
を
付
け
れ
ば
、
熟
語
を
訓
読
み
せ
よ
と
指
示

す
る
訓
合
符
で
あ
る
の
が
通
例
だ
っ
た
。
し
か
し
、
も
し
江
戸
時
代
風
に
合
符
を
使

う
と
す
れ
ば
、
第
一
例
で
は
「
一
―

時
」
の
よ
う
に
、
第
二
例
で
も
「
一
―

世
」「
豪
―

俊
」
の
ご
と
く
、
す
べ
て
の
熟
語
に
合
符
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
甚

だ
煩
瑣
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
返
り
点
に
よ
る
切
断
を
防
ぐ
べ
く
「
比
肩
」

や
「
接
踵
」
に
だ
け
合
符
を
用
い
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
熟
語
に
合
符
を
付
け
る
わ
け
で

は
な
い
以
上
、
例
外
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
不
統
一
が
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
切
の
合
符
を
省
く
に
如し

く
は
莫な

し

―
こ
の
よ
う
に
考
え
て
、《
明
45
調
査
報
告
》

は
、
す
べ
て
の
合
符
を
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

実
際
、『
増
補
日
本
外
史
』
に
は
、
江
戸
時
代
式
の
合
符
を
使
っ
た
と
し
か
思
わ

れ
な
い
箇
所
も
あ
る
。
今
日
な
ら
ば
、
連
読
符
号
を
用
い
ず
に
す
ま
せ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

・
及
巴

三
―

韓
粛
―

慎
馬

＊
冊
一
・
一
頁
・
後
ろ
よ
り
第
三
行

（
三
韓
・
粛

し
ゆ
く

慎し
ん

に
及
ぶ
）

　

こ
れ
は
「
三
韓
」「
粛
慎
」
が
そ
れ
ぞ
れ
熟
語
ゆ
え
に
付
け
た
と
し
か
思
え
な
い

　

・
乱
巴

官
民
芭

三
狽

年
于
蝿

此
。
＊
冊
二
・
一
二
四
頁
・
第
一
行

（
官
民
を
乱
す
こ
と
、
此こ

こ

に
三
年
な
り
）

　

・
有
播

功
杯

徳
於
巴

天
下
馬

＊
冊
二
・
一
五
六
頁
・
第
三
行

（
天
下
に
功
徳
有
り
）

　

そ
れ
ぞ
れ
「
于
」「
於
」
に
付
け
ら
れ
た
返
り
点
が
奇
妙
に
映
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
う
し
た
助
字
の
扱
い
は
現
行
の
方
式
と
異
な
り
、
両
字
と
も
置
き
字
と
せ
ず
、

い
ず
れ
も
助
詞
「
に
」
を
当
て
て
「
于に

」「
於に

」
と
訓
じ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

三
字
句
へ
の
返
り
読
み
も
確
認
し
て
お
こ
う
。
現
行
方
式
と
同
様
に
、
二
つ
の
連

読
符
号
を
用
い
て
三
字
を
連
結
し
て
い
る
。「
于に

」
と
訓
じ
て
い
る
点
は
、
右
に
同

じ
。

　

・
蒙
巴

平
氏
恩
芭

二
狽

十
―

年
于
蝿

此
。
＊
冊
一
・
三
九
頁
・
後
ろ
よ
り
第
三
行

（
平
氏
の
恩
を
蒙か

う
むる
こ
と
、
此こ
こ

に
二
十
年
な
り
）

　

で
は
、
い
よ
い
よ
四
字
句
へ
の
返
り
読
み
で
あ
る
。
三
例
を
挙
げ
て
お
く
。
第
一

例
が
「
於に

」
と
訓
じ
て
返
り
点
を
打
っ
て
い
る
こ
と
は
、
右
に
見
た
例
に
漏
れ
な
い
。

　

・
比
杯

肩
接
配

踵
於
巴

一
時
馬

＊
冊
六
・
五
〇
〇
頁
・
第
三
行

（
一
時
に
比
肩
接せ

つ

踵し
よ
うす
）

　

・
鼓
狽

舞
奔
杯

走
一
世
之
豪
俊
馬

＊
冊
九
・
七
七
七
頁
・
第
六
行

（
一
世
の
豪
俊
を
鼓
舞
奔
走
せ
し
む
）

　

・
発
狽

縦
指
杯

示
之
馬

＊
冊
九
・
七
七
八
頁
・
第
六
行

（
之こ

れ

に
発
は
つ
し

縦よ
う

指
示
す
）
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四
字
句
へ
の
返
り
点　

再
説　
　
　

古
田
島
洋
介

読
点
を
も
交
え
て
引
用
す
る
）。

　

・
所
把

以ノ

人ノ

異ナ
ル巴

於
禽
獣ニ
蚤

者
…
…
＊
上
冊
・
二
七
オ
・
後
ろ
よ
り
第
五
行

（
人
の
禽
獣
に
異
な
る
所ゆ

ゑ
ん以
の
者
）

　

・
崇
巴

尚シ

文
学ヲ
芭

奨
巴

励ス

節
義ヲ
馬

＊
下
冊
・
四
三
オ
・
第
五
行

（
文
学
を
崇す

う

尚し
や
うし
、
節
義
を
奨
励
す
）

　
「
所
以
」
に
も
、
ま
た
「
崇
尚
」「
奨
励
」
に
も
、
合
符
＝
連
読
符
号
が
見
え
な
い
。

全
書
に
わ
た
り
、
徹
底
し
て
合
符
＝
連
読
符
号
を
用
い
な
い
方
針
だ
。

　

た
だ
ち
に
四
字
句
へ
の
返
り
読
み
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
。
第
二
例
の

「
於
」「
之
」
は
、
い
ず
れ
も
置
き
字
の
扱
い
で
あ
る
。

　

・
反
巴

覆
熟
把

誦
之
馬

＊
上
冊
・
五
六
オ
・
後
ろ
よ
り
第
五
行

（
之こ

れ

を
反は
ん

覆ぷ
く

熟
誦
す
）

　

・
暢
巴

情
適
把

意シ

於
風
月ノ

之
吟
嘲ニ
蚤

…
…　

＊
下
冊
・
二
〇
ウ
・
第
五
行

（
風
月
の
吟
嘲
に
暢

ち
や
う

情じ
や
う

適
意
し
）

　

果
た
し
て
「
反
覆
」「
熟
誦
」
に
も
、「
暢
情
」「
適
意
」
に
も
、
返
り
点
が
打
っ

て
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
他
の
符
号
は
何
も
見
え
な
い
。《
明
45
調
査
報
告
》
と
ま
っ

た
く
同
じ
体
裁
だ
。

　

も
し
合
符
＝
連
読
符
号
を
使
わ
な
い
ま
ま
、「
三
」
点
が
「
二
」
点
の
下
に
位
置

す
る
の
を
避
け
る
べ
く
、
単
に
「
二
」
点
だ
け
を
付
け
る
と
、
ど
う
な
る
か
。

　

・
反
巴

覆
熟
誦
之
馬

　

・
暢
巴

情
適
意シ

於
風
月ノ

之
吟
嘲ニ
蚤

…
…

合
符
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、『
増
補
日
本
外
史
』
は
、
す
べ

て
の
熟
語
に
合
符
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
ど
こ
か
に
江

戸
時
代
流
の
「
合
符
＝
熟
語
を
表
す
た
め
の
符
号
」
と
の
意
識
が
残
っ
て
い
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
返
り
点
で
切
断
さ
れ
る
可
能
性
の
な
い
右
の
「
三

韓
」「
粛
慎
」
に

―
お
そ
ら
く
は
、
固
有
名
詞
だ
か
ら
と
の
意
識
も
手
伝
っ
て

―
つ
い
合
符
を
付
け
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

要
す
る
に
、『
増
補
日
本
外
史
』
に
見
え
る
連
読
符
号
は
、
ほ
と
ん
ど
今
日
の
用

法
に
等
し
い
も
の
の
、
稀ま

れ

と
は
い
え
、
江
戸
時
代
式
の
合
符
つ
ま
り
熟
語
符
号
と
の

意
識
を
残
し
て
い
た
部
分
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

確
認
し
て
お
く
べ
き
は
、
符
号
と
し
て
は
同
一
で
あ
り
な
が
ら
も
、
江
戸
時
代
風

の
合
符
は
、
熟
語
を
示
す
た
め
に
付
け
る
符
号
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
現
行
の
連
読

符
号
は
、
あ
く
ま
で
連
続
し
て
読
む
べ
き
字
が
返
り
点
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
て
し
ま

う
の
を
防
ぐ
た
め
の
符
号
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
《
明
45
調
査
報
告
》
の

執
筆
者
た
ち
は
、
合
符
を
江
戸
時
代
式
に
熟
語
を
示
す
た
め
の
符
号
と
捉
え
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
返
り
点
が
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
に
だ
け
合
符
を
用
い
る

の
で
は
、
気
ま
ま
な
用
法
に
映
り
か
ね
な
い
た
め
、
合
符
つ
ま
り
連
読
符
号
を
す
べ

て
省
く
こ
と
に
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
2
）　
『
漢
文
紀
事
論
説
五
百
題
』

　

本
書
は
、
合
符
つ
ま
り
連ハ

読イ

符フ

号ン

を
一
切
用
い
な
い
。
返
り
点
の
用
法
も
、
合
符

を
付
け
な
い
点
で
も
、
丸
ご
と
《
明
45
調
査
報
告
》
と
一
致
す
る
。
全
文
に
送
り
仮

名
が
付
い
て
い
る
の
で
、
き
わ
め
て
読
み
や
す
い
。

　

ま
ず
二
字
へ
の
返
り
読
み
を
見
て
み
よ
う
（
以
下
、
書
き
下
し
文
は
、
原
書
の
返

り
点
・
送
り
仮
名
に
従
う
。
な
お
、
本
書
も
句
点
の
み
で
字
句
を
切
る
が
、
便
宜
上
、
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

る
漢
文
関
係
の
参
考
書
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
言
語
道
断
の
説
明
だ
ろ
う
。
下
か
ら
上

へ
と
返
る
こ
と
を
指
示
す
る
返
り
点
だ
け
で
は
、
正
確
に
読
み
順
を
示
せ
な
い
場
合

が
あ
る
。
上
か
ら
下
へ
と
読
み
進
め
る
こ
と
を
指
示
す
る
連
読
符
号
は
、
そ
の
返
り

点
の
不
足
を
補
う
べ
く
不
可
欠
の
補
助
符
号
で
あ
り
、
決
し
て
省
略
し
て
は
な
ら
な

い
。
連
読
符
号
を
省
い
た
り
す
る
と
、
読
み
順
が
互
い
に
異
な
る
の
に
、
返
り
点
だ

け
は
互
い
に
同
じ
、
と
い
う
珍
妙
な
事
態
が
生
じ
て
し
ま
う
。
左
の
二
例
を
対
比
す

れ
ば
、
た
だ
ち
に
了
解
で
き
る
は
ず
だ
。

　

・
軽
巴

其
志
蚤

（
其
の
志
こ
こ
ろ
ざ
しを
軽か
ろ

ん
ず
）
＊
『
礼
記
』
祭
統

　

・
軽
巴

蔑
民
蚤

（
民
を
軽
蔑
す
）　　
　

＊
『
詩
経
』
大
雅
「
桑
柔
」

　

い
ず
れ
も
三
字
か
ら
成
り
、
返
り
点
は
ま
っ
た
く
同
じ
。
け
れ
ど
も
、
第
一
例
が

「
③
①
②
」
の
順
序
で
訓
読
す
る
の
に
対
し
、
第
二
例
は
、「
軽
蔑
」
を
一
続
き
に
読

む
た
め
、「
②
③
①
」
の
順
序
で
訓
読
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
く
ら
返
り
点
を
見
つ

め
て
も
、
両
者
の
読
み
順
の
相
違
は
わ
か
ら
な
い
。
第
二
例
を
誤
っ
て
「
蔑べ
つ

民み
ん

を
軽

ん
ず
」
と
読
む
向
き
が
あ
っ
て
も
、
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

要
す
る
に
、「
下
か
ら
上
へ
と
返
れ
」
と
命
ず
る
返
り
点
に
は
、
訓
読
の
順
序
を

示
す
べ
く
、
ど
う
し
て
も
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
欠
点
を
補
う
の
が

「
上
か
ら
下
へ
と
読
み
進
め
よ
」
と
命
ず
る
連
読
符
号
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
第
二
例

に
つ
い
て
は
、
必
ず
次
の
よ
う
に
連
読
符
号
を
付
け
、
読
み
順
を
明
確
に
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。

　

・
軽
狽

蔑
民
蚤

（
民
を
軽
蔑
す
）

　

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
連
読
符
号
が
連
続
し
て
読
む
べ
き
語
句
が
返
り
点
に
よ
っ

　

こ
れ
で
は
読
み
づ
ら
く
て
仕
方
あ
る
ま
い
。「
反
覆
」「
暢
情
」
が
熟
語
で
あ
る
こ

と
は
即
座
に
見
抜
け
た
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
順
序
で
「
熟
誦
」「
適
意
」
を
読

め
ば
よ
い
の
か
、
甚
だ
不
安
な
景
色
で
あ
る
。「
反
覆
熟
誦
」
ま
た
は
「
暢
情
適
意
」

の
四
字
を
連
続
し
て
読
ま
せ
よ
う
と
し
、
な
お
か
つ
合
符
＝
連
読
符
号
を
用
い
な
い

と
な
れ
ば
、
た
し
か
に
「
三
」
点
を
「
二
」
点
の
下
方
に
打
つ
し
か
あ
る
ま
い
。
合

符
＝
連
読
符
号
を
使
わ
な
い
方
針
で
一
貫
す
る
以
上
、
こ
れ
は
こ
れ
で
合
理
的
な
処

置
だ
ろ
う
。

　
《
明
45
調
査
報
告
》
は
、
こ
の
種
の
一
貫
性
、
つ
ま
り
徹
底
し
て
合
符
＝
連
読
符

号
を
用
い
な
い
方
針
を
採
っ
た
も
の
か
と
推
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
私
は
、《
明
45
調

査
報
告
》
の
例
文
を
引
く
に
さ
い
し
て
、
恣
意
に
連
読
符
号
を
付
け
、
た
と
え
ば
前

掲
（
九
）
を
「
欲
播

取
狽

捨
斟
杯

酌
之
蚤

」
の
ご
と
き
体
裁
に
改
め
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
引
用
の
仕
方
は
、《
明
45
調
査
報
告
》
の
意
図
を
裏
切
る
も
の
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。
一
切
の
合
符
＝
連
読
符
号
を
省
く
方
針
で
あ
れ
ば
こ
そ
、〈
逆

行
の
原
則
〉
に
違た

が

う
こ
と
を
承
知
し
つ
つ
も
、「
二
」
点
の
下
方
に
「
三
」
点
を
打

っ
て
み
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三

　

現
在
、
連ハ

読イ

符フ

号ン

は
、
連
続
し
て
読
む
べ
き
語
句
が
返
り
点
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ

る
の
を
防
ぐ
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
か
つ
て
熟
語
符
号
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
合

符
と
は
、
本
質
的
な
機
能
を
異
に
す
る
の
だ
。
つ
ま
り
、
見
か
け
の
符
号
と
し
て
は
、

合
符
＝
連
読
符
号
だ
が
、
そ
の
機
能
と
し
て
は
、
合
符

≠

連
読
符
号
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
、
今
日
で
は
、
連
読
符
号
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
必
ず
連
読
符
号
を
付
け

る
の
が
主
流
と
見
受
け
る
。
今
な
お
、
連
読
符
号
を
「
省
い
て
も
よ
い
」
と
解
説
す
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四
字
句
へ
の
返
り
点　

再
説　
　
　

古
田
島
洋
介

之
蚤

」
で
は
、
あ
た
か
も
「
三
令
五
申
」
が
一
語
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
の
で
、

甚
だ
不
都
合
で
は
な
い
の
か
、
と
の
懸
念
を
抱
く
か
ら
だ
。
た
し
か
に
、《
明
45
調

査
報
告
》
が
掲
げ
た
例
文
（
九
）（
十
）
も
、
Ａ
方
式
に
従
っ
て
「
欲
播

取
狽

捨
斟
杯

酌

之
蚤

」「
未
覇

嘗
不
播

嘆
狽

息
痛
杯

恨
於
桓
霊
蚤

也
」
と
し
て
お
け
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
四
字
句

が
「
取
捨
」
と
「
斟
酌
」、「
嘆
息
」
と
「
痛
恨
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
は

っ
き
り
す
る
。
Ｂ
方
式
「
欲
把

取
狽

捨
―

斟
―

酌
之
蚤

」「
未
播

嘗
不
把

嘆
狽

息
―

痛
―

恨
於
桓

霊
蚤

也
」
で
は
、
な
る
ほ
ど
四
字
句
「
取
捨
斟
酌
」
お
よ
び
「
嘆
息
痛
恨
」
の
語
構

成
が
視
覚
的
に
は
捉
え
に
く
い
わ
け
だ
。
以
前
は
私
も
Ａ
方
式
を
採
っ
て
お
く
ほ
う

が
、
連ハ

読イ

符フ

号ン

で
語
構
成
が
表
さ
れ
る
点
で
、
Ｂ
方
式
よ
り
も
好
都
合
だ
と
思
っ
て

い
）
6
（
た
。

　

し
か
し
、
改
め
て
考
え
て
み
れ
ば
、
語
構
成
云
々
は
、
Ａ
方
式
を
擁
護
す
べ
く
、

場
当
た
り
に
持
ち
出
し
た
小
理
屈
に
す
ぎ
ぬ
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
返

り
点
や
連
読
符
号
は
、
語
構
成
を
表
す
符
号
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
訓
読
す
る
さ
い

の
語
順
を
示
す
た
め
の
符
号
で
あ
る
。
語
構
成
を
表
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
た
ま
た
ま
生
じ
た
副
産
物
と
称
す
べ
き
で
あ
り
、
返
り
点
と
連
読
符
号
が
持

つ
本
来
の
機
能
で
は
な
い
。
連
読
符
号
は
、
あ
く
ま
で
返
り
点
つ
ま
り
下
か
ら
上
へ

と
返
り
読
み
す
る
符
号
と
は
逆
方
向
に
、
上
か
ら
下
へ
と
読
み
進
め
る
こ
と
を
表
す

符
号
な
の
で
あ
る
。
語
構
成
に
従
っ
て
連
読
符
号
を
付
け
よ
う
と
す
る
の
は
、
何
と

な
く
往
時
の
合
符
の
用
法
に
引
き
ず
ら
れ
た
結
果
に
す
ぎ
ず
、
あ
り
て
い
に
言
っ
て
、

現
行
の
連
読
符
号
の
機
能
と
は
本
質
的
に
無
関
係
の
話
だ
。
た
と
え
ば
、
次
の
平
易

な
一
文
で
あ
る
。

　

・
救
巴

民
於
水
火
之
中
蚤　

＊
『
孟
子
』
滕
文
公
下

（
民
を
水
火
の
中う

ち

よ
り
救
ふ
）

て
切
断
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
用
い
る
符
号
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
必
要
な
箇
所

に
は
必
ず
付
け
る
符
号
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
本
稿
の
冒
頭
に
掲
げ
た
Ａ
方
式

「
三
狽

令
五
杯

申
之
蚤

」
が
不
合
理
な
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。「
二
」
点
の
下
方
に
位

置
す
る
「
三
」
点
が
、
返
り
点
な
ら
で
は
の
「
下
か
ら
上
へ
と
返
れ
」
と
の
指
示
で

は
な
く
、
連
読
符
号
と
同
じ
く
「
上
か
ら
下
へ
と
読
み
進
め
よ
」
と
の
指
示
を
与
え

て
い
る
か
ら
だ
。
こ
の
「
三
」
点
は
、
本
来
の
大
返
り
で
は
な
く
、
い
わ
ば
連
読
符

号
の
代
替
を
果
た
す
大お

お

下く
だ

り
と
も
称
す
べ
き
存
在
だ
。
こ
の
よ
う
な
返
り
点
に
非
ざ

る
返
り
点
を
交
え
る
Ａ
方
式
は
、
た
だ
ち
に
棄
て
る
に
如し

く
は
莫な

し
。「
上
か
ら
下

へ
と
読
み
進
め
よ
」
と
の
指
示
を
す
べ
て
連
読
符
号
に
負
わ
せ
る
Ｂ
方
式
「
三
狽

令
―

五
―

申
之
蚤

」
を
採
る
べ
き
だ
。
Ｂ
方
式
に
よ
っ
て
四
字
句
へ
の
返
り
読
み
を
処
理
す

る
こ
と
に
し
て
お
け
ば
、
や
は
り
本
稿
の
冒
頭
で
示
し
た
「
其そ

の
父
母
に
三
年
の
愛

有
る
か
」
に
つ
い
て
も
、
い
か
に
も
不
自
然
な
Ａ
方
式
「
有
播

三
狽

年
之
杯

愛
於
其
父

母
蚤

乎
」
は
度
外
視
し
、
見
た
目
に
も
す
っ
き
り
映
る
Ｂ
方
式
「
有
把

三
狽

年
―

之
―

愛

於
其
父
母
蚤

乎
」
で
難
な
く
処
理
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
《
明
45
調
査
報
告
》
は
、
そ
れ
な
り
に
行
き
届
い
た
内
容
の
文
書
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
、
も
は
や
経
る
こ
と
一
百
餘
年
、
然
る
べ
き
改
訂
・
補
足
を
加
え
な
け
れ
ば
、

と
う
て
い
今
日
の
使
用
に
堪
え
る
も
の
で
は
な
い
。
四
字
句
へ
の
返
り
点
は
、
そ
の

一
例
た
る
を
失
わ
な
い
も
の
と
愚
考
す
る
。

四

　

残
る
の
は
語
構
成
の
問
題
だ
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
問
題
と
す
る
に
足
り
ぬ

問
題
で
あ
る
。

　

語
構
成
を
気
に
す
る
の
は
、
Ａ
方
式
「
三
狽

令
五
杯

申
之
蚤

」
な
ら
ば
、
四
字
句
が

「
三
令
」
と
「
五
申
」
か
ら
成
る
と
明
確
に
わ
か
る
が
、
Ｂ
方
式
「
三
狽

令
―

五
―

申
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

　

・
天
将
派

以
巴

夫
子
蚤

為
波

木
鐸
杷

　
「
一
」
点
ま
た
は
「
上
」
点
と
連
読
符
号
の
同
居
が
不
可
な
の
は
、
あ
く
ま
で
字0

単
位
で
読
み
の
順
序
を
示
そ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
現
行
の
返
り
点
の
体
系
を
保

と
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
熟
語
に
連
読
符
号
を
付
け
る
と
い
う
語0

単
位
の
考
え
方

は
絶
対
に
禁
物
だ
。

　

す
で
に
結
論
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

Ａ
方
式
「
三
狽

令
五
杯

申
之
蚤

」
で
は
、「
三
」
点
が
返
り
点
に
非
ざ
る
返
り
点
と
な

り
、
あ
た
か
も
連
読
符
号
の
よ
う
に
上
か
ら
下
へ
と
読
み
進
め
る
機
能
を
「
三
」
点

に
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、「
二
字
＋
二
字
」
に
切
り
づ
ら
い
四
字
句

「
三
年
之
愛
」
に
対
し
て
Ａ
方
式
「
有
播

三
狽

年
之
杯

愛
於
其
父
母
蚤

乎
」
を
適
用
す
る

の
は
、
い
か
に
も
不
自
然
だ
ろ
う
。
ど
う
考
え
て
も
Ａ
方
式
は
不
合
理
、
あ
ら
ず
も

が
な
の
例
外
を
生
じ
、
無
用
な
混
乱
を
も
た
ら
す
だ
け
だ
。
必
要
な
箇
所
に
は
必
ず

連
読
符
号
を
付
け
る
の
が
通
例
と
な
っ
た
今
日
、
こ
う
し
た
「
二
…
三
…
一
」
の
ご

と
き
、
そ
の
機
能
か
ら
見
て
返
り
点
と
は
呼
び
得
ぬ
「
三
」
点
の
類
は
、
た
だ
ち
に

撤
廃
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

一
方
、
Ｂ
方
式
「
三
狽

令
―

五
―

申
之
蚤

」
を
採
用
す
れ
ば
、
不
自
然
な
「
三
」
点
を

使
わ
ず
に
済
み
、
同
じ
く
Ｂ
方
式
「
有
把

三
狽

年
―

之
―

愛
於
其
父
母
蚤

乎
」
に
も
無
理

な
点
は
見
当
た
ら
な
い
。
や
は
り
Ｂ
方
式
こ
そ
が
穏
当
に
し
て
合
理
的
な
返
り
点
・

連
読
符
号
の
用
法
な
の
で
あ
る
。

　
〈
附
説
〉　
「
有
Ｎ1

於
Ｎ2

」
構
文
の
訓
法
と
返
り
点

　

本
誌
第
二
十
号
の
拙
文
中
、
末
尾
に
加
え
た
「〈
附
説
〉『
論
語
』
陽
貨
「
三
年
之

　

現
行
の
返
り
点
法
で
は
、
右
の
よ
う
に
返
り
点
を
打
つ
の
み
。
連
読
符
号
は
、
ま

っ
た
く
不
要
で
あ
る
。
返
り
点
に
よ
っ
て
語
句
が
切
断
さ
れ
る
お
そ
れ
は
一
切
な
い

か
ら
だ
。
も
し
連
読
符
号
を
語
構
成
の
明
示
に
用
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も

「
水
―

火
」
と
付
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
「
水
―

火
―

之
―

中
」
と
す
る
訓
読
者

も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、〔
前
置
詞
＋
名
詞
〕
の
構
成
を
表
す

べ
く
「
於
―

水
―

火
―

之
―

中
」
と
付
け
る
こ
と
す
ら
あ
り
得
よ
う
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
現
在
、
そ
の
種
の
連
読
符
号
は
使
わ
な
い
。「
救フ
巴

民ヲ

於
水
火

之
中ヨ

リ蚤

」
と
送
り
仮
名
を
添
え
、「
民
を
水
火
の
中う
ち

よ
り
救
ふ
」
と
書
き
下
し
て
こ
そ
、

は
じ
め
て
語
構
成
が
明
確
に
な
る
仕
掛
け
で
あ
る
。
返
り
点
と
連
読
符
号
は
、
あ
く

ま
で
訓
読
の
語
順
を
示
す
符
号
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
語
構
成
と
は
無
関
係
の
は
ず
だ
。

　

な
ま
じ
Ａ
方
式
を
擁
護
す
べ
く
「
語
構
成
を
示
す
た
め
に
連
読
符
号
を
付
け
る
」

な
ど
と
教
え
る
と
、
四
字
句
へ
の
返
り
読
み
と
は
関
係
の
な
い
部
分
で
も
連
読
符
号

を
付
け
、
極
端
な
場
合
に
は
、
有
り
得
な
い
は
ず
の
「
一
」
点
と
連
読
符
号
の
同
居
、

あ
る
い
は
「
上
」
点
と
連
読
符
号
の
同
居
す
ら
厭
わ
な
い
者
が
出
て
く
る
。
実
際
、

大
学
の
教
室
で
返
り
点
の
練
習
問
題
を
課
し
、
中
途
で
連
読
符
号
を
説
明
す
る
と
、

必
ず
次
の
よ
う
な
返
り
点
を
打
つ
学
生
が
現
れ
る
の
だ
。

　

・
天
将
派

以
巴

夫
蚤―

子
為
波

木
杷―

鐸　

＊
『
論
語
』
八
佾

（
天　

将ま
さ

に
夫ふ
う

子し

を
以
て
木ぼ
く

鐸た
く

と
為
さ
ん
と
す
）

　

一
瞥
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
語
構
成
を
重
ん
じ
て
熟
語
ゆ
え
に
連
読
符
号
を
用
い

る
の
だ
と
す
れ
ば
、
熟
語
「
夫
子
」「
木
鐸
」
に
連
読
符
号
を
付
け
た
右
の
ご
と
き

返
り
点
も
可
能
と
な
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
右
の
返
り
点
は
誤
り
で
、
次
の
よ
う
な
返
り
点
が
正
し
い
。
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四
字
句
へ
の
返
り
点　

再
説　
　
　

古
田
島
洋
介

「
此
」
か
ら
「
鶴
」
に
「
一
・
二
」
点
で
返
し
、
さ
ら
に
「
鶴
」
か
ら
「
養
」
に

「
レ
」
点
で
返
る
ま
で
は
順
調
だ
が
、「
者
」
か
ら
「
有
」
に
返
そ
う
と
す
る
時
点
で
、

大
い
に
困
惑
す
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
次
の
よ
う
な
返
り
点
を
打
っ
た
う
え
で
、

さ
ら
に
「
者
」
か
ら
「
有
」
に
返
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
返
り
点
を
使
え
ば
よ
い
の

か
。

　

・
有リ
？

養フ
覗

鶴ヲ
巴

者
？

於
此ニ
馬

　
「
者
」
に
「
上
」
点
、「
有
」
に
「
下
」
点
を
付
け
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。「
下
…

二
…
上
…
一
」
の
ご
と
く
、「
一
・
二
」
点
と
「
上
・
下
」
点
が
交
錯
関
係
に
陥
っ

て
し
ま
う
か
ら
だ
。
同
じ
理
由
に
よ
り
、「
甲
・
乙
」
点
や
「
天
・
地
」
点
で
返
す

の
も
不
可
と
な
る
。

　

と
な
れ
ば
、「
此
に
鶴
を
養
ふ
者
有
り
」
と
訓
読
し
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
次
の

よ
う
に
「
三
・
四
」
点
を
掛
け
る
よ
り
仕
方
な
い
わ
け
だ
。
已
む
を
得
ぬ
と
は
い
え
、

甚
だ
不
都
合
な
事
態
で
あ
る
。

　

・
有リ
播

養フ
覗

鶴ヲ
巴

者
把

於
此ニ
馬

　

何
が
不
都
合
な
の
か
は
、
一
目
瞭
然
だ
ろ
う
。
本
稿
で
何
と
か
排
斥
し
よ
う
と
し

た
「
三
」
点
の
例
外
的
な
用
法
、
す
な
わ
ち
「
二
」
点
の
下
方
に
位
置
す
る
「
三
」

点
が
現
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
『
漢
文
紀
事
論
説
五
百
題
』
の
編
者
た
る
三
尾
重
定
は
、
こ
の
よ
う
な
返
り
点
の

打
ち
方
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、「
有
Ｎ1

於
Ｎ2

」
構
文
を
通

例
「
有リ
覗

Ｎ1
巴

於
Ｎ2
蚤ニ

」
と
訓
ず
る
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
例
外

的
に
「
有リ
巴

Ｎ1

於
Ｎ2
蚤ニ

」
す
な
わ
ち
「
鶴
を
養
ふ
者　

此
に
有
り
」
と
訓
ず
る
こ
と
に

愛
」
文
の
訓
読
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
前
掲
「
有
三
年
之
愛
於
其
父
母
乎
」
を

「
有
Ｎ1

於
Ｎ2

」
構
文
と
一
般
化
し
た
う
え
で
、「
於
」
を
置
き
字
と
し
て
扱
い
、「
有リ

覗

Ｎ1
巴

於
Ｎ2
蚤ニ

」
の
ご
と
く
、
す
な
わ
ち
「
其そ

の
父
母
に
三
年
の
愛
有
る
か
」
と
訓
読

す
る
の
が
穏
当
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
。
こ
れ
は
通
常
の
訓
法
を
再
確
認
し
た
ま
で

の
論
議
で
、
何
か
際
立
っ
た
新
鮮
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
の
た
び
、
通
常
の
訓
法
「
有リ
覗

Ｎ1
巴

於
Ｎ2
蚤ニ

」
に
つ
い
て
再
考
を
迫

る
よ
う
な
一
句
を
目
に
し
た
の
で
、
こ
こ
で
報
告
に
及
び
、
返
り
点
に
関
す
る
考
察

を
深
め
て
お
き
た
い
。

　

問
題
の
一
句
は
、
本
稿
で
も
主
た
る
資
料
の
一
と
し
て
掲
げ
た
『
漢
文
紀
事
論
説

五
百
題
』
所
載
の
〔
江
戸
〕
頼
山
陽
「
上ツ

ル巴

茶
山
先
生ニ
蚤

書
」（
茶
山
先
生
に
上た
て
まつ
る

書
）
中
に
見
え
る
。
左
の
ご
と
く
、
わ
ず
か
六
字
か
ら
成
る
一
句
だ
。
当
該
書
の
返

り
点
・
送
り
仮
名
を
そ
の
ま
ま
付
け
て
掲
げ
る
。
慎
重
を
期
し
て
、
書
き
下
し
文
も

添
え
て
お
こ
う
。

　

・
有リ
巴

養フ
覗

鶴ヲ

者
於
此ニ
馬

＊
下
冊
・
三
オ
・
第
四
行
。

（
鶴
を
養
ふ
者　

此こ
こ

に
有
り
）

　

平
易
な
字
句
で
、「
養フ
覗

鶴ヲ

者
」
を
Ｎ1

、「
此
」
を
Ｎ2

と
す
る
「
有
Ｎ1

於
Ｎ2

」
構
文

だ
。

　

た
だ
し
、「
有
Ｎ1

於
Ｎ2

」
構
文
に
用
い
ら
れ
る
通
常
の
訓
法
「
有リ
覗

Ｎ1
巴

於
Ｎ2
蚤ニ

」
と

は
、
訓
読
の
語
順
に
食
い
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
た
し
か
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
や

は
り
「
有リ
覗

Ｎ1
巴

於
Ｎ2
蚤ニ

」
に
適
合
す
る
よ
う
訓
読
を
改
め
て
は
ど
う
か
と
思
う
わ
け

だ
が
、
こ
こ
で
は
た

4

4

と
手
が
止
ま
る
の
だ
。

　

Ｎ1

＝
「
養
鶴
者
」、
Ｎ2

＝
「
此
」
で
あ
る
か
ら
、
通
常
の
訓
法
に
従
え
ば
、
結
果

と
し
て
「
此こ

こ

に
鶴
を
養
ふ
者
有
り
」
と
訓
読
す
る
の
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
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お
り
返
り
点
を
打
つ
の
に
支
障
は
な
い
。

　

頼
山
陽
の
「
有
養
鶴
者
於
此
」
と
同
じ
く
末
尾
を
「
於
此
（
斯
）」
に
作
る
例
を
、

さ
ら
に
本
誌
第
二
十
号
〈
附
説
〉
の
例
か
ら
引
い
て
み
れ
ば

―

　

・
有
把

美
狽

玉
於
斯
蚤

（
斯こ
こ

に
美び
ぎ

玉よ
く

有あ

り
）　

＊
『
論
語
』
子
罕

　

・
今
有
把

璞
狽

玉
於
此
蚤

（
今い
ま

此こ
こ

に
璞は
く

玉ぎ
よ

有く
あ

り
）　

＊
『
孟
子
』
梁
恵
王
下

　

・
有
把

楚
狽

大
―

夫
於
此
蚤

（
此こ
こ

に
楚そ

の
大た
い

夫ふ

有あ

り
）　

＊
『
孟
子
』
滕
文
公
下

　

け
れ
ど
も
、
問
題
の
「
有
養
鶴
者
於
此
」
の
ご
と
く
、「
Ｎ1

」
が
「
養
鶴
者
」
の

ご
と
き
修
飾
構
造
、
す
な
わ
ち
修
飾
語
「
養
鶴
」
の
内
部
で
〈
動
詞
「
養
」
＋
名
詞

〔
目
的
語
〕「
鶴
」〉
ゆ
え
に
「
レ
」
点
を
付
け
て
か
ら
被
修
飾
語
の
名
詞
「
者
」
に

進
む
よ
う
な
修
飾
構
造
と
な
っ
た
と
た
ん
、
通
常
の
訓
法
「
有リ
覗

Ｎ1
巴

於
Ｎ2
蚤ニ

」
を
適

用
し
よ
う
と
し
て
も
、「
Ｎ1

」
の
中
核
名
詞
「
者
」
か
ら
上
方
の
「
有
」
へ
と
転
倒

す
る
さ
い
、
返
り
点
に
窮
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
「
養フ
覗

鶴ヲ

者
」
は
、
決
し
て
複
雑
な
構
造
で
は
な
い
。
わ
ず
か
二
字
の
修
飾
語
「
養フ

覗

鶴ヲ

」
が
被
修
飾
語
「
者
」
に
掛
か
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
け
れ
ど
も
、
修
飾
語
「
養フ

覗

鶴ヲ

」
が
「
レ
」
点
を
必
要
と
す
る
構
造
で
あ
る
た
め
、
続
け
て
「
者
」
か
ら
「
有
」

へ
と
も
ど
す
段
に
な
っ
て
立
ち
往
生
す
る
は
め

4

4

に
な
っ
て
し
ま
う
。
同
じ
く
修
飾
構

造
と
は
い
え
、
右
の
第
三
例
「
楚
大
夫
」
で
あ
れ
ば
、
内
部
に
返
り
読
み
を
必
要
と

し
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
二
つ
の
連ハ

読イ

符フ

号ン

を
用
い
て
「
楚
―

大
―

夫
」
と
三
字
を

結
ん
で
お
け
ば
事
が
済
む
の
だ
が
。

　

果
た
し
て
、「
者
」
か
ら
「
有
」
へ
と
返
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
返
り
点
を
用
い

れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
見
た
と
お
り
、「
上
・
下
」
点
で
は
、「
一
・
二
」

点
と
交
錯
し
て
し
ま
う
。「
三
・
四
」
点
で
も
、「
三
」
点
が
「
二
」
点
の
下
方
に
位

置
す
る
不
自
然
な
事
態
、
す
な
わ
ち
返
り
点
に
非
ざ
る
返
り
点
を
使
わ
ざ
る
を
得
な

し
た
の
で
は
な
い
か
。
御
都
合
主
義
と
言
え
ば
、
御
都
合
主
義
だ
。
し
か
し
、「
二
」

点
の
下
方
に
「
三
」
点
が
位
置
す
る
不
自
然
な
返
り
点
を
避
け
る
に
は
、
そ
れ
な
り

に
合
理
的
な
措
置
な
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
こ
う
し
た
問
題
を
気
に
せ
ず
、
通
常
の
訓
法
「
有リ
覗

Ｎ1
巴

於
Ｎ2
蚤ニ

」
が
罷ま
か

り

通
っ
て
き
た
の
か
と
言
え
ば
、「
有
Ｎ1

於
Ｎ2

」
構
文
の
「
Ｎ1

」
が
多
く
は
単
純
な
名

詞
だ
け
か
ら
成
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
本
誌
第
二
十
号
〈
附
説
〉
に
掲
げ
た
例
を
再
掲

し
て
み
れ
ば

―

・
有
覗

寵
巴

於
僖
公
蚤

（
僖き

公こ
う

に
寵
ち
よ
う

有あ

り
）　

＊
『
左
伝
』
荘
公
八
年

・
夫
子
固
有
把

惑
狽

志
於
公
伯
寮
蚤

（
夫ふ
う

子し

固も
と

よ
り
公こ
う

伯は
く

寮れ
う

に
惑わ
く

志し

有あ

り
）　

＊

『
論
語
』
憲
問

・
凡
有
把

四
狽

端
於
我
蚤

者
（
凡お
よ

そ
我わ
れ

に
四し

端た
ん

有あ

る
者も
の

）　

＊
『
孟
子
』
公
孫
丑
上

・
彌
子
瑕
有
覗

寵
巴

於
衛
君
蚤

（
彌び

子し

瑕か　

衛ゑ
い

の
君き
み

に
寵
ち
よ
う

有あ

り
）　

＊
『
韓
非
子
』
説

難
・
我
有
把

積
狽

怨
―

深
―

怒
於
斉
蚤

（
我わ
れ

斉せ
い

に
積せ
き

怨ゑ
ん

深し
ん

怒ど

有あ

り
）　

＊
『
戦
国
策
』
燕

二

　

た
と
え
「
有
」
が
「
無
」
に
入
れ
替
わ
っ
て
も
、
訓
法
は
変
化
し
な
い
。

　

・
功ハ

無シ
覗

二
巴

於
天
下ニ
蚤

（
功
は
天
下
に
二に

無
し
）　

＊
『
史
記
』
韓
信
伝

　

い
ず
れ
も
「
Ｎ1

」
に
当
た
る
語
句
は
「
寵
」「
惑
志
」「
四
端
」
あ
る
い
は
「
二
」

の
ご
と
き
単
純
な
名
詞
で
あ
る
。
唯
一
「
積
怨
深
怒
」
が
四
字
か
ら
成
る
と
は
い
え
、

「
積
怨
」
と
「
深
怒
」
の
並
列
構
造
で
あ
る
か
ら
、
返
り
点
は
不
要
。「
Ｎ1

」
が
一
つ

の
名
詞
か
、
二
つ
の
名
詞
の
並
列
で
あ
れ
ば
、
通
常
の
訓
法
「
有リ
覗

Ｎ1
巴

於
Ｎ2
蚤ニ

」
ど
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四
字
句
へ
の
返
り
点　

再
説　
　
　

古
田
島
洋
介

訓
読
者
の
訓
読
観
が
問
わ
れ
る
場
面
の
一
で
あ
る
。
漢
文
訓
読
と
い
う
伝
統
的
な
営

為
を
続
け
て
ゆ
こ
う
と
す
る
以
上
、「
こ
れ
は
、
た
ま
た
ま
生
じ
た
例
外
で
し
て
」

の
ご
と
き
御
都
合
主
義
で
は
、
漢
文
訓
読
に
対
す
る
不
信
を
助
長
す
る
だ
け
だ
。
な

ぜ
な
ら
、
さ
っ
と
現
代
中
国
語
で
一
読
、
念
の
た
め
「
於
此
」
を
『
漢
語
大
詞
典
』

で
調
べ
て
釈
義
①
「
在
此
」
を
当
て
は
め
さ
え
す
れ
ば
、「
有
養
鶴
者
於
此
」
な
ぞ
、

い
と
も
容
易
に
処
理
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。「
者
」
か
ら
「
有
」
へ
と
返
す
適
切
な

返
り
点
が
見
当
た
ら
な
い

―
そ
ん
な
些
事
で
困
り
果
て
る
よ
う
な
漢
文
訓
読
な
ぞ

や
め
て
し
ま
え
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
こ
そ
返
す
言
葉
に
窮
す
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
本
論
と
〈
附
説
〉
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
を
簡
略
に
具
体
例
を
用
い
て

ま
と
め
て
お
く
。
い
ず
れ
も
「
有
Ｎ1

於
Ｎ2

」
構
文
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
前
者
は

本
誌
第
二
十
号
の
拙
文
に
記
し
た
趣
旨
と
重
複
す
る
が
、
決
し
て
無
駄
に
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。「
意
味
さ
え
わ
か
れ
ば
、
返
り
点
の
打
ち
方
な
ぞ
、
ど
う
で
も
よ
い
で

は
な
い
か
」
と
考
え
る
向
き
は
、
ち
ょ
っ
と
席
を
外
し
て
い
た
だ
き
た
い
。「
現
代

中
国
語
の
発
音
で
漢
文
を
直
読
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
こ
ん
な
つ
ま
ら
ぬ
問
題
が
起
こ

る
は
ず
も
な
い
」
と
言
う
方
々
に
も
暫
し
の
沈
黙
を
願
う
こ
と
と
す
る
。

◇「
有
三
年
之
愛
於
其
父
母
乎
」（『
論
語
』
陽
貨
）
を
「
其そ

の
父ふ

母ぼ

に
三さ
ん

年ね
ん

の
愛あ
い

有あ

る
か
」
と
訓
読
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に
返
り
点
・
連ハ

読イ

符フ

号ン

を
用
い
る
べ

き
か
。

◇「
有
養
鶴
者
於
此
」（〔
江
戸
〕
頼
山
陽
「
上た

て
ま
ツ
ル

巴

茶
山
先
生ニ
蚤

書
」）
は
、
ど
う
訓

読
し
、
い
か
な
る
返
り
点
を
打
つ
べ
き
か
。
そ
の
さ
い
、「
有
Ｎ1

於
Ｎ2

」
構
文

に
関
す
る
通
常
の
訓
法
「
有リ
覗

Ｎ1
巴

於
Ｎ2
蚤ニ

」
と
の
整
合
性
を
ど
う
考
え
る
べ
き

か
。

注（
1
）　
《
和
刻
本
正
史
》『
史
記
』（
縮
印
版
）（
二
）（
汲
古
書
院
、
昭
和
四
十
七
年
）
七
一
〇
頁
下
は
、

い
。

　

こ
う
し
た
不
都
合
を
回
避
す
る
唯
一
の
方
策
は
、
実
際
に
『
漢
文
紀
事
論
説
五
百

題
』
が
訓
じ
て
み
せ
て
い
る
よ
う
に
、
通
常
の
訓
法
「
有リ
覗

Ｎ1
巴

於
Ｎ2
蚤ニ

」
を
暫
く
放

棄
し
、
臨
時
の
措
置
と
し
て
「
有リ
巴

Ｎ1

於
Ｎ2
蚤ニ

」
す
な
わ
ち
「
有リ
巴

養フ
覗

鶴ヲ

者
於
此
蚤ニ

」

と
訓
読
す
る
よ
り
ほ
か
に
な
い
だ
ろ
）
7
（
う
。

　

要
す
る
に
、
頼
山
陽
の
一
句
「
有
養
鶴
者
於
此
」
に
、
あ
く
ま
で
通
常
の
訓
法

「
有リ
覗

Ｎ1
巴

於
Ｎ2
蚤ニ

」
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
よ
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
返
り
点
に
無

理
が
生
ず
る
。
そ
こ
で
、
通
常
の
訓
法
「
有リ
覗

Ｎ1
巴

於
Ｎ2
蚤ニ

」
を
一
時
的
に
放
棄
し
、

例
外
的
に
「
有リ
巴

Ｎ1

於
Ｎ2
蚤ニ

」
と
読
む
の
を
許
容
す
る
し
か
な
い
わ
け
だ
。
換
言
す
れ

ば
、
訓
法
を
優
先
す
る
の
か
、
返
り
点
の
原
則
を
優
先
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に

も
な
り
得
る
。
さ
ら
に
は
、「
有リ
覗

Ｎ1
巴

於
Ｎ2
蚤ニ

」
を
通
常
の
訓
法
と
す
る
前
提
そ
れ
自

体
に
問
題
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
返
り
点
の
体
系
そ
の
も
の
に
欠
陥
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
話
に
も
発
展
し
得
る
は
ず
だ
。
む
ろ
ん
、「
養
鶴
」

を
「
養フ
覗

鶴ヲ

」
と
返
り
読
み
す
る
の
を
放
棄
し
て
、「
養
鶴
者
」
三
字
は
そ
の
ま
ま
音

読
み
す
る
も
の
と
腹
を
据
え
、
い
さ
さ
か
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
「
有リ
把

養
狽

鶴
―

者
於

此ニ
蚤

」（
此こ
こ

に
養や
う

鶴か
く

者し
や

有
り
）
と
訓
読
し
て
お
け
ば
、
取
り
敢
え
ず
「
有
Ｎ1

於
Ｎ2

」
構

文
の
通
常
の
訓
法
「
有リ
覗

Ｎ1
巴

於
Ｎ2
蚤ニ

」
に
合
致
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
も
。

　
『
漢
文
紀
事
論
説
五
百
題
』
の
編
者
を
務
め
た
三
尾
重
定
は
、
た
ぶ
ん
返
り
点
の

原
則
を
重
ん
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
訓
法
を
優
先
す
る
立
場
も
十
分
に
あ

り
得
る
。
い
や
、
む
し
ろ
、
返
り
点
の
原
則
よ
り
も
訓
法
を
重
視
す
る
ほ
う
が
自
然

か
も
し
れ
な
い
。
符
号
の
用
法
の
一
貫
性
に
比
べ
れ
ば
、
訓
法
の
一
貫
性
の
ほ
う
が

重
要
だ
、
と
考
え
る
向
き
は
決
し
て
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
果
た
し
て
、
ど
ち
ら
を

優
先
す
べ
き
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
頼
山
陽
の
平
易
な
当
該
「
有
養
鶴
者
於
此
」
一
句
が
、
訓
読
と

い
う
営
為
に
つ
い
て
再
考
を
迫
る
性
質
を
秘
め
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ
る
ま
い
。
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る
。
む
ろ
ん
、
句
中
の
「
於
」
を
置
き
字
と
し
て
扱
う
現
行
方
式
に
則
れ
ば
、「
有リ
覗

養フ
巴

鶴ト
イ
フ

者ヲ

於

此ニ
蚤

」
と
返
り
点
を
打
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
巧
み
と
言
え
ば
巧
み
な
訓
読
だ
が
、「
鶴ト
イ
フ

者
」
ま
た
は

「
鶴ナ
ル

者
」
が
少
し
く
不
自
然
に
映
る
こ
と
は
否
め
ま
い
。
何
と
か
形
式
だ
け
で
も
通
常
の
訓
法
「
有リ

覗

Ｎ1
巴

於
Ｎ2
蚤ニ

」
に
近
づ
け
よ
う
と
、
文
法
構
造
よ
り
も
返
り
点
の
便
宜
を
優
先
し
た
苦
肉
の
策
と
称

す
べ
き
訓
読
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
に
し
ろ
明
治
三
十
八
年
当
時
の
不
安
定
な
返
り
点
ゆ
え
、
も
し

か
す
る
と
当
該
「
有
覗

養
巴

鶴
者
於
蝿

此
」
は
、
今
日
な
ら
ば
連
読
符
号
を
も
用
い
て
「
有
把

養
狽

鶴
―

者

於
此
蚤

」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
「
此こ
こ

に
養や
う

鶴か
く

者し
や

有
り
」
と
訓
読
せ
よ
と
の
指
示
な
の
か
も

し
れ
な
い
が
。

音
合
符
・
訓
合
符
す
な
わ
ち
今
日
に
謂
う
連ハ

読イ

符フ

号ン

の
類
こ
そ
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、「
三
巴

令
五
把

申ス

之ニ
蚤

」
の
ご
と
く
、
明
ら
か
に
Ａ
方
式
の
返
り
点
を
付
け
て
い
る
。

（
2
）　
《
和
刻
本
経
書
集
成
》
第
四
輯
（
汲
古
書
院
、
昭
和
五
十
二
年
）
に
収
め
ら
れ
た
三
種
の
『
論
語
』

は
、
い
ず
れ
も
「
三
年
…
…
」
を
語
順
の
ま
ま
に
読
み
下
げ
て
か
ら
「
有
」
に
返
す
べ
く
、「
有リ
巴

三

年
之
愛
於
其ノ

父
母ニ
蚤

乎や

」（
三さ
ん

年ね
ん

の
愛あ
い　

其そ

の
父ふ

母ぼ

に
有あ

り
や
）
の
ご
と
く
返
り
点
を
加
え
て
い
る
。

「
有
…
…
乎
」
の
読
み
は
、「
有
れ
や
」「
有
る
か
」
の
よ
う
に
揺
れ
が
あ
る
け
れ
ど
も
。
な
お
、
石

川
洋
子
『
近
世
に
お
け
る
『
論
語
』
の
訓
読
に
関
す
る
研
究
』（《
新
典
社
研
究
叢
書
》
268
、
新
典
社
、

平
成
二
十
七
年
）
五
〇
〇
頁
に
は
、
変
則
的
な
返
り
点
を
用
い
た
例
と
し
て
、
鈴
木
朖
『
論
語
参

解
』
の
「
有
派

三
狽

年
―

之
―

愛
杷

於
其
父
母
蚤

乎
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の

「
下
…
二
…
上
…
一
」
の
よ
う
に
「
一
二
」
点
と
「
上
下
」
点
が
交
錯
す
る
打
ち
方
は
、
現
行
の
返

り
点
法
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
3
）　

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
二
十
九
日
付
「
官
報
」
第
八
六
三
〇
号
所
載
。
今
、
適
宜
に

句
点
を
加
え
、
片
仮
名
を
平
仮
名
に
改
め
た
。
ま
た
、
右
に
寄
せ
て
小
さ
く
印
刷
さ
れ
た
「
等
」
字

も
、
便
宜
上
、
並
み
の
大
き
さ
で
記
す
。
読
み
仮
名
は
、
す
べ
て
恣
意
に
よ
る
。
こ
の
《
明
45
調
査

報
告
》
は
、
簡
便
に
は
漢
詩
・
漢
文
教
材
研
究
会
﹇
編
﹈《
漢
詩
・
漢
文
解
釈
講
座
》
別
巻
『
訓
読

百
科
』（
昌
平
社
、
一
九
九
五
年
）
四
五
六
〜
四
六
三
頁
に
見
え
る
。
引
用
部
分
は
、
当
該
書
四
五

八
頁
下
に
あ
り
。

（
4
）　
『
増
補
日
本
外
史
』
各
冊
の
題
簽
に
は
「
頼
久
太
郎
著
」
と
あ
る
。
第
十
二
冊
の
巻
末
に
見
え
る

奥
付
に
よ
る
と
、
当
書
は
刊
行
年
と
同
じ
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
「
再
版
御
届
／
出
版
」
と

あ
り
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
も
「
別
製
本
御
届
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
年
代
に
広

く
普
及
し
た
『
日
本
外
史
』
の
版
本
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
頁
数
を
洋
書
風
に
付
け
た
和
装
本
で

あ
る
。

（
5
）　
『
漢
文
紀
事
論
説
五
百
題
』
各
冊
の
題
簽
に
は
「
三
尾
重
定
編
纂0

」
と
あ
り
、
版
心
は
『
漢
文
記0

事
論
説
五
百
題
』
に
作
る
。
和
装
本
で
あ
る
。

（
6
）　

拙
共
著
『
漢
文
訓
読
入
門
』（
共
著
者
＝
湯
城
吉
信
、
明
治
書
院
、
平
成
二
十
三
年
）
五
四
頁
。

（
7
）　

黒
澤
辰
三
郎
﹇
編
﹈『
日
本
名
家
手
簡
』（
日
高
有
隣
堂
、
明
治
三
十
八
年
）
三
〇
頁
は
、
頼
山
陽

「
上
菅マ
マ

茶
山
先
生
書
」
の
当
該
一
句
に
「
有
覗

養
巴

鶴
者
於
蝿

此
」
の
ご
と
く
返
り
点
を
加
え
て
い
る
。

送
り
仮
名
が
見
え
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
に
訓
読
し
て
い
る
の
か
、
確
た
る
保
証
は
な
い
が
、「
於
」

に
レ
点
を
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、「
於
」
を
置
き
字
扱
い
せ
ず
、
直
接
に
助
詞
「
に
」
を
当

て
、
お
そ
ら
く
は
「
有リ
覗

養フ
巴

鶴ト
イ
フ

者ヲ

於に

蝿

此
」（
鶴つ
る

と
い
ふ
者も
の

を
此こ
こ

に
養や
し
なふ

有あ

り
）
と
訓
じ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。「
鶴ト
イ
フ

者
」
は
、「
鶴ナ
ル

者
」（
鶴つ
る

な
る
者も
の

）
と
訓
読
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、「
此
」
か
ら
読
み
上
げ
て
「
養フ
覗

鶴ヲ

者
」（
鶴
を
養
ふ
者
）
と
読
む
と
、「
者
」
か
ら
「
有
」

へ
の
返
り
点
に
窮
す
る
た
め
、
敢
え
て
「
養
」
と
「
鶴
」
と
を
切
り
離
し
て
「
鶴
」
と
「
者
」
と
を

つ
な
げ
、
動
詞
「
養
」
の
下
接
要
素
「
鶴
者
於
此
」
四
字
を
、
ほ
ぼ
語
順
の
ま
ま
に
読
み
下
っ
て
い


